
 

弟
子
屈
町
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ル

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
家
庭
間

の
連
絡
や
防
犯
に
も
役
立
ち
、
大
変
便
利
な

も
の
で
す
が
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
学
習
や

生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
危
険
や
ト

ラ
ブ
ル
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
家
庭
も
あ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
使
用
さ
せ
る
場
合
は
必

ず
家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
決
め
、
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
弟
子
屈
町
の
全
家
庭
で
守
っ
て
も

ら
い
た
い
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
１
日
の
メ

デ
ィ
ア
使
用
・
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
を
２
時
間

以
内
と
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
科
学

の
観
点
か
ら
２
時
間
以
上
の
使
用
は
脳
の
発

達
に
支
障
が
出
る
と
い
う
研
究
も
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
学
習
、
運
動
、
読
書
、
家
族
と
の
団
ら
ん

の
時
間
を
含
め
た
、
１
日
の
生
活
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
上
で
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
時
間
で

す
。
２
時
間
以
上
使
用
す
る
状
況
が
続
く

と
、「
ス
マ
ホ
依
存
症
」
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面

か
ら
出
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
が
目
に
入
り
続
け

る
と
、
脳
が
眠
る
ま
で
の
時
間
が
遅
く
な
る

と
い
う
科
学
的
実
証
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
布
団
に
入
っ
て
身
体
は
寝
て
い
る
も
の

の
、
実
際
に
は
脳
が
眠
っ
て
い
な
い
た
め
無

意
識
の
う
ち
に
睡
眠
不
足
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
使
用
終
了
時
刻
を

し
っ
か
り
と
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
使
用
後
は
保
護
者
が
見
え
る
場
所
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
置
く
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
睡
眠
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
匿
名
の
書
き
込

み
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
使
い
方
に

よ
っ
て
は
、
被
害
者
に
な
る
だ
け
で
な
く
加

害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

誹
謗
・
中
傷
の
書
き
込
み
が
い
じ
め
に
発
展

し
、
最
悪
の
場
合
、
自
殺
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
近
年
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
き
込
ん
だ
情
報
か
ら
個
人
が
特
定

さ
れ
、
つ
け
狙
わ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
自
分
の
安
全
を
守
る
た
め
に

も
情
報
発
信
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策
も
落
ち
着
き
、
弟
子
屈
中
学
校
で

も
コ
ロ
ナ
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
各
行
事

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
３
年
間
制
約
さ
れ
た
状
況
下

が
続
い
た
た
め
、
生
徒
は
コ
ロ
ナ
以
前
の
弟

子
屈
中
学
校
の
行
事
を
体
験
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
形
で
の
行
事

を
、
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
生
徒
・
教
員
が

協
力
し
て
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
体
育
祭
は
、
保
護
者
や
町
民
の

方
々
に
制
限
な
く
観
覧
し
て
い
た
だ
き
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
肌
寒
く
小
雨
が
降
る

中
で
も
、
生
徒
た
ち
は
元
気
に
走
り
回
り
、

玉
入
れ
、
縄
跳
び
、
綱
引
き
な
ど
の
競
技
に

も
一
生
懸
命
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
文
化
祭
も
体
育
祭
同
様
、
制
限
な
く
公
開

し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
中
学
校
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
会
書
記
局
が
考

え
た
『
青
春
し
た
い
宣

言
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
各
学
年
で
工
夫
を

凝
ら
し
た
演
劇
や
ダ
ン

ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
３
年
生
が
ダ
ン

ボ
ー
ル
で
制
作
し
た
巨

大
な
「
ネ
コ
バ
ス
」、
各

学
級
が
心
を
込
め
て
歌
っ
た
合
唱
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
文
化
祭
当
日
は
生
徒
た
ち
が

こ
の
日
の
た
め
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
コ
ロ
ナ

前
に
行
わ
れ
て
い
た
生
徒

会
企
画
が
復
活
し
、
有
志

に
よ
る
歌
や
バ
ト
ン
、

サ
ッ
カ
ー
の
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
、
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー

ブ
、
居
合
道
の
発
表
な
ど

多
種
多
様
な
演
目
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
文
化
祭
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
生
徒
会
書

記
局
は
活
動
の
中
心
が
３
年
生
か
ら
２
年
生

へ
と
引
き
継
が
れ
新
た
な
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
新
生
徒
会
書
記
局
も
新
た
な
弟
子
屈
中

学
校
の
伝
統
を
作
る
た
め
奮
闘
し
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１
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生
徒
た
ち
の
活
動

① 

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
、
ゲ
ー
ム
、
テ

レ
ビ
等
の
使
用
時
間
は
１
日
２
時

間
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
。

② 

使
用
時
間
帯

　
小
学
生
は
午
後
８

時
30
分
ま
で
、中
学
生
は
午
後
９
時

30
分
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

書
き
込
み
な
ど
情
報
を
発
信
す
る

と
き
に
は
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
、
本
格
的
な
冬
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
の
理
念
で
あ
る
「
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
、児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に

関
わ
っ
て
い
く
」の
も
と
、今
後
も
関
係
各

団
体
か
ら
の
情
報
発
信
や
、
町
民
の
皆
様

へ
の
情
報
提
供
の
場
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、町
内
で
の
子
ど

も
た
ち
の
様
子
で
お
気
づ
き
の
こ
と
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

　
事
務
局（
弟
子
屈
町
立
弟
子
屈
中
学
校
）

　
　
　
　
　
電
話
　
４
８
２
―
２
０
７
１
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▶命を大切にしよう

▶生活のリズムを守ろう

▶ 非行を起こさないよう
にしよう

▶ 事故には充分に注意し
よう

・外出するときには、帰宅時間や行き先を保護者に必ず伝えましょう。
・ ゲームセンターやカラオケボックスなどの遊技場を利用する際は、学
校のルールを守りましょう。
・ 軒下や雪山、河川や湖の立入禁止区域など、危険な場所には行かない
ようにしましょう。
・帰宅時間を守りましょう（小学校・中学校・高校で異なります）。
・小中学生のみでの外泊は禁止です。
・計画的に学習に取り組み、苦手な範囲を復習しましょう。
・ 「弟子屈町メディアルール」を守り、インターネットを通したトラブル
には充分気をつけましょう。

弟子屈小学校☎482-2044 　川湯小学校　☎483-2041 　和琴小学校　☎484-2061 　美留和小学校☎482-1097
弟子屈中学校☎482-2071 　川湯中学校　☎483-2337 　弟子屈高校　☎482-2237

弟子屈町　弟子屈防犯協会　川湯防犯協会　弟子屈町少年補導委員会
弟子屈警察署☎482-2110　　川湯駐在所☎483-2151

＜ 冬 休 み 期 間 ＞
町内各小中学校→12月23日㈯～令和６年１月14日㈰
弟子屈高等学校→12月23日㈯～令和６年１月15日㈪

令和５年度
冬休みの
しおり 安全にすごすために安全にすごすために

　間もなく子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。冬休み期間は子ど
もが地域に出て過ごす時間が多くなります。町民の皆様におかれましては、見守り

の輪を広げ、時には声をかけていただけるとありがたく存じます。地域の子どもたちに関心を持っていただき、
ご協力いただけますようよろしくお願いいたします。
　一方、インターネット等を介したトラブルが大きな社会問題になっています。どこに住んでいても犯罪に巻
き込まれる危険性があります。各家庭におかれましては、スマホやゲーム機器等の使用にかかわる家庭でのルー
ルづくりやフィルタリングの設定、「弟子屈町メディアルール」の活用などを通して、子どもたちを守ってい
ただければと思います。

弟子屈町生徒指導連絡協議会・弟子屈町教育委員会

町民の皆さんへ

問い合わせ先／弟子屈町農林課農政係　TEL:482-2936　弟子屈町農業委員会　TEL:482-2949

メール：nourin@town.teshikaga.hokkaido.jp 弟子屈町　地域計画

　広報11月号７ページにてお伝えしています地域計画に係る取組については、アンケートや話し合いの実施

に向けて準備を進めているところです。地区説明会の詳細は、１月号以降の広報およびホームページでお伝え

しますので、営農している地区の説明会へ参加をお願いいたします。

地域計画（目標地図）に係る今後の
取組みについて

16広報てしかが 2023.12


